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●人口	 125,608人 （前月比－383人）
（4月1日現在）	 男:59,115人(−232人)/女:66,493人(−151人)

●世帯数	 50,108世帯 （前月比+43世帯）
（4月1日現在）



　

４
月
上
旬
、
浜
玉
町
東
山
田
の
農
場

を
訪
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
農
業
を
営
む

KA
N

C
HHA

 LA
M

A

（
カ
ン
チ
ャ 

ラ
マ
）

さ
ん
は
８
年
前
に
ネ
パ
ー
ル
か
ら
来
日
し
、

勉
強
と
修
行
を
重
ね
、
昨
年
か
ら
本
格
的
に

農
業
を
始
め
ま
し
た
。

　
「
農
業
は
思
う
よ
う
に
な
ら
な
い
こ
と
も

多
い
で
す
。
失
敗
し
て
も
落
ち
込
む
の
で
は

な
く
、
今
後
へ
の
期
待
や
楽
し
み
に
変
え
て

い
き
た
い
で
す
。
農
業
は
楽
し
く
、『
生
き

る
た
め
の
作
物
を
育
て
る
仕
事
』
だ
と
多
く

の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
」
と
流

ち
ょ
う
な
日
本
語
で
話
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
約
30
人
の
留
学
生
に
、
農
業
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
教
え
て
き
た
ラ
マ
さ
ん
。

　
「
日
本
で
学
ん
だ
技
術
を
少
し
ず
つ
母
国

に
広
め
ら
れ
た
ら
う
れ
し
い
で
す
ね
。
わ
た

し
は
市
か
ら
の
温
か
い
支
援
も
あ
り
、
楽
し

く
農
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
」
と

笑
顔
で
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
新
し
く
農
業
を
始
め
る
人
、
意

欲
的
に
農
業
を
経
営
す
る
人
に
、
給
付
金
を

給
付
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
農
政
課
（
☎

７
２-

９
１
２
８
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

市の支援を受けて農業を始め、
学んだ技術を母国にも広めたい

野菜農家　K
カ ン チ ャ
ANCHHA L

ラ マ
AMAさん（ラマさん）

発
見市民

力33

あずきミルク寒天
　成長期の子どもには成長のため、高齢者には
骨粗しょう症予防のため、カルシウムは大切な
栄養素です。
　カルシウムは乳製品・大豆製品・青菜・煮干し
や干しえびなどに多く含まれています。
　毎日のバランスの良い食事とともに、乳製品
を取り入れましょう。

材料 （４人分）�＜１人分約100kcal　塩分0.1g＞

あずき缶 200ｇ（１缶）

牛乳 400ml

砂糖 25g

粉寒天 4g（１袋）

水 120ml

作り方

鍋に分量の水と寒天を入れて火にかける。
沸騰したら火を弱め、２分くらい混ぜながら
加熱し、砂糖を加える。

あずき缶と温めた牛乳を加え、混ぜ合わせて
型に流し、冷やし固める。

固まったら切り分けて器に盛る。
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表紙のはなし

「交通ルールを守り楽しい学校生活を」
新入学児童にランドセルカバー贈呈

　４月８日、市内の小学校で入学式が行われました。
　このうち、38人の新１年生が入学した北波多小
学校では、入学式で唐津地区交通安全協会からラン
ドセルカバーが贈られました。
　このランドセルカバーは、県内の人口当たりの交
通事故発生件数が全国ワーストとなっている中で、
通学中の交通事故を防止し、児童の交通安全に役立
ててもらおうと、黄色の目立つデザインで作られた
もので、県内の全ての新１年生に贈られました。

▲カクニンジャ

高齢者向け給付金の申請を
受け付けます
（詳しくは12ページ）
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七山 ６年生16人が林業に親しむ

　七山林業研究会の指導のもと、森林・林業体験
学習が開催されました。
　参加した七山小中学校の６年生16人は、七山
林業研究会のメンバーとともに、七山内の森林
へ向かいました。
　そして現地では、最初に植え方の実施指導を
受けた後、唐

とう

鍬
ぐわ

を手に持ち、オビ杉の苗木を丁寧
に植えていきました。慣れない傾斜面での作業
でしたが、子どもたちは苗木の成長を願い一生
懸命がんばっていました。
　その後、佐賀県産のヒノキ材を使用した「折り
たたみ椅子」キットの作成にも挑戦し、林業に親
しんだ一日となりました。� （３月15日）

呼子 呼子朝市ふれあいフェスタ　イベント盛りだくさん

　呼子朝市通り一帯で、第14回呼子朝市ふれあ
いフェスタが行われました。
　会場では朝市朝食の無料提供、魚介類のバーベ
キュー、魚さばき方教室、お買い物抽せん会、ふれ
あいじゃんけん、からつ七つの島の物産展、呼子
マルシェ、青カフェなど盛りだくさんのイベント
が行われ、地元の人や観光客など、約5,000人の
人出で賑

にぎ

わいました。
　朝市ならではの雰囲気の中、新鮮な魚介類や収
穫したばかりの野菜などを買い、各種イベントに
参加し大変満足そうでした。

(３月13日)

北波多 「故郷の宝」で活性化

　北波多には、岸岳城跡や国の史跡に指定されている
岸岳古窯跡群などの歴史遺産や、徳須恵川に残る河

か っ ぱ

童
伝説など、たくさんの故郷の宝があります。この誇れ
る宝を地域の皆さんと一緒に守り、活用していくため
に唐津焼の里育成協議会が立ち上げられました。
　唐津焼の里育成協議会は、広く情報を発信するた
め、１月にホームページを開設しました。唐津焼や北
波多の窯元についてだけでなく、志気のシャクナゲ祭
りや徳須恵祇園などのイベント情報が掲載されてい
ます。
　詳しくは、「唐津焼の里」で検索してみてください。
　　　　　　　　　　� 　　（3月1日）
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まちかどのSCENE
地域のできごと・話題



　４月８日（金）から10日（日）まで「ツール・ド・九
州2016in唐津」が開催され、多くの観客で賑

にぎ

わい
ました。JAF全日本ラリー選手権第１戦は、９日
の唐津神社からのスタート。フォレストステージ
観戦は悪天候のため中止になりましたが、観客自
体が参加する「オートテスト」に人気が集まりま
した。ふだんの町乗りの感覚で、コース内をルー
ルに従い、30～40秒台のタイムを競い、楽しん
でいました。

　10日は「野崎さとる2000GTステージ」と名づ
けられた佐志公民館周辺の埋め立て地で開催さ
れました。「トヨタ2000GTをデザインした野崎
喩
さとる

が、幼少期から学生時代まで、この海で魚介類
を獲ったりして一緒に遊んだ場所。この地でレー
スが開催されるとは感無量です」と野崎喩の生
家、畔

はん

水
すい

記念館を守られている野崎喩さんのご親
族は、うれしそうに話されました。

市民リポーターを紹介します
　平成28年度は９人の市民リポーターが活動して
います。地域の身近な話題やかくれた魅力を市ホー
ムページや市報からつで発信します。イベント会場
などで見かけたら、取材にご協力をお願いします。

名　前 住　所 名　前 住　所
出　 博紀 肥前町切木 坂田 あや子 町田
鬼塚 幹雄 七山藤川 城谷 祥子 呼子町呼子
川添 操 北波多志気 田代 惠美子 相知町相知
小島 起代世 大石町 吉村 悦子 浜玉町平原
坂口 良子 鎮西町打上 ※敬称略

厳木 元気な森林の再生のために
　厳木町中島の笹原地区で、荒廃した農地や山林を再
生していこうと地元有志で発足した「笹原いこいの場
を作る会」のメンバーを中心として、地区の人たちが
集まり、もみじや桜などの植樹の記念式典と講演会が
開催されました。
　講演会では、厳木町の郷土史に詳しい嶺川隆敏さん
が話される地区の歴史について、参加者たちは興味深
く聞き入っていました。
　そして、地元の資源を見直し、地域全体でこれまで
受け継がれてきた森林や里山を再生していこうと気
持ちを新たにしました。� （３月20日）

相知 菜の花ハイクと屋台村
　棚田では初めて国の重要文化的景観に選定された
相知町蕨

わらびの

野の棚田で「菜の花ハイクと屋台村」が開催
され、約140人が参加しました。
　参加者は棚田を巡る約７㎞のコースを、用意され
た竹の杖を突きながら歩き、ゆっくりのんびりと散
策を楽しんでいました。
　歩いた後は、ふもとの交流広場に設けられた屋台
村で、参加者には棚田米のお土産とおにぎりが配ら
れ、場内ではイノシシ肉のふるまいや地元で採れた
農産物などの販売のほか、お楽しみ抽せん会も行わ
れ、大変好評でした。� （３月27日）
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市税
121億9,086万9千円

17.6％ 使用料及び手数料
13億810万4千円　1.9％

繰入金
33億1,470万3千円

4.8％
その他

24億1,588万1千円
3.5％

地方交付税
201億1,311万円

29.1％

国庫支出金
100億8,538万6千円

14.6％

県支出金
53億8,403万9千円

7.8％

交付金等
28億9,187万1千円

4.1％

市債
115億810万円
16.6％

依存財源
499億8,250万6千円

72.2%

692億
1,206万3千円

歳入

自主財源
192億2,955万7千円

27.8%

 

その他
6億232万6千円　0.9％

総務費
59億6,049万9千円

8.6％

民生費
214億8,164万5千円

31.0％

衛生費
71億4,415万1千円

10.3％

農林水産業費
41億5,827万7千円

6.0％

商工費
28億4,443万2千円　4.1％

土木費
55億5,928万円

8.0％

消防費
31億1,293万6千円

4.5％

教育費
98億331万1千円

14.2％

公債費
85億4,520万6千円

12.4％

692億
1,206万3千円

歳出

一般会計
692億1,206万3千円

　平成28年度は、合併特例期間が終了する平成33年度へ向け
て、のこり５年間のスタートの年と位置づけ、合併特例債を
活用したインフラ整備の推進や将来に向けた人口減少対策を
重点に予算を計上しました。
　特に、人口減少対策として国が実施する多子世帯への保育
料軽減策に、モーターボート競走事業収益金を活用した唐津
市独自の軽減策を追加し、少子化対策を充実します。
　このほか、観光・文化面での唐津の発信や市民力発揮を誘
発する施策を展開します。
　さらに、ふるさと寄附金などによる歳入対策や行政改革を
推進することにより、将来に向けた財政運営の道筋をつける
ための予算編成に努めました。

問い合わせ 　財政課（☎72-9160）

新しいエネルギーを活
い

かした
未来のまちづくりへの挑戦

９事業　7億1,908万2千円

唐津市清掃センター長寿命化事業費
5億1,623万4千円

　清掃センターを安心かつ安定
的に稼働させるため、昨年度に
引き続き、施設の延命化対策を
行います。

４ クリーンなくらし

将来にわたり「魅力的な唐津」であ り続けるために 〜平成28年度　当初予算〜
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『NEXT STAGE 唐津 ７つの約束』224事業191億766万9千円
　市民の声、市民の連携、地域の連帯をまちづくりの原動力として、次世代の唐津のために
踏み出す指針である「７つの約束」に基づき、指針に沿った事業を展開しています。

災害に強く、暮らしを守る生活
基盤の整備を推進

49事業　32億4,775万9千円

防災情報ネットワーク整備費
12億9,860万4千円

　警報や避難等の災害に関する
情報を、速く正確に伝達できる
防災情報ネットワークを構築し
ます。

１ 安心・安全なくらし

唐津経済の成長戦略により、需
要と雇用の創出

49事業　13億9,708万3千円

唐津水産業活性化支援事業費
1億4,357万3千円

　新しい水産資源の開発や、生産
体制の確立に向けた事業等を実
施し、唐津市の水産業の振興を目
指します。今年度はマサバ養殖事
業の拡充に取り組みます。

唐津焼産業振興事業費
170万円

　唐津焼産業の振興を総合的に
推進する体制作りや取り組みを
進め、唐津焼産業の振興を目指
します。

５ 豊かなくらし

子どもの幸せを実現するまちへ
35事業　106億3,811万7千円

教育・保育施設給付費
40億7,028万8千円

　認定こども園、保育所、地域型
保育事業に給付を行い、児童福
祉の増進を目指します。また、今
年度から、第１子判定の見直し
により、多子世帯保育料負担軽
減を拡充します。
　なお、財源の一部に、モーター
ボート競走事業の収益金を充て
ています。

子どもの医療費助成費
2億4,877万4千円

　子どもの医療費を助成し、子ど
もを持つ世帯を支援します。今年
度から、小学生までの助成対象を
中学生までに拡充します。

２ 笑顔を育むくらし

行財政改革の断行と、市民サー
ビス中心の新しい市役所づくり

６事業　1億768万7千円

市民協働のまちづくり交付金
5,000万円

　全市を16地区に区割りし、各
地区が組織する地域まちづくり
会議が中心となり、自主的かつ
主体的に取り組むまちづくり活
動に対し支援を行います。

６ まかせられるくらし

支え合う福祉と笑顔の共生社会
をみんなの力で

42事業　15億1,247万4千円

離島口腔保健推進事業費
837万2千円

　離島において巡回歯科検診を
行い、地域内で歯科診療を受診
できない住民の口腔衛生を確保
し健康増進を図ります。

３ つながり合うくらし

地域の力、都市圏の力、世界の力
を、唐津の発展につなぐ

34事業　14億8,546万7千円

移住促進プロジェクト費
1,086万5千円

　人口減少対策の一環として、優
良空き家の活用など、移住促進を
目指した事業を展開します。

観光地域づくり事業費
3,377万6千円

　集客拠点の形成事業、話題性
のある事業、観光の担い手育成
事業を実施し、観光を手段とし
たまちづくりを進めます。

７ 明日へつながるくらし

将来にわたり「魅力的な唐津」であ り続けるために 〜平成28年度　当初予算〜

市報からつ　平成28年５月号7

特　集



予算を「家計」に例えると…

平成28年度　唐津市全会計予算総括表

　一般会計の予算（692億1,206万3千円）を年間の収入が400万円（ひと月当たり約33万3千
円）の家計に置き換えてみましょう。

会計名 平成28年度
予　算　額

対前年
(%)

一般会計 692億1,206万3千円 103.8％

特 

別 

会 

計

国民健康保険 189億7,793万5千円 99.6％

後期高齢者医療 15億　447万4千円 101.7％

介護保険 125億7,856万6千円 101.4％

養護老人ホーム 3億1,087万4千円 97.5％

介護サービス事業 3,513万2千円 6.9％

下水道 65億6,248万1千円 102.9％

集落排水 11億6,945万3千円 113.5％

浄化槽整備 4億4,395万9千円 112.3％

観光施設 4,839万9千円 99.2％

有線テレビ事業 5億3,266万5千円 97.0％

北波多中央部開発事業 1億5,466万9千円 356.6％

計 423億1,860万7千円 100.2％

会計名 平成28年度
予　算　額

対前年
(%)

企 

業 

会 

計

水道事業会計
収入 42億7,418万2千円 108.2％

支出 52億6,914万3千円 100.8％

工業用水道事業
会計

収入 1億5,732万7千円 94.1％

支出 1億9,379万4千円 97.1％

市民病院きたは
た事業会計

収入 6億6,912万5千円 101.1％

支出 7億2,811万3千円 96.4％

モーターボート
競走事業会計

収入 351億　598万9千円 107.7%

支出 349億4,950万9千円 106.6%

唐津市　１か月の家計簿
我が家の支出

食費（人件費） 5万　920円
医療・介護費（扶助費） 6万9,703円
ローンの返済（公債費） 4万1,155円
光熱費・日用品など（物件費） 4万3,618円
家・車などの修理費・買い替え
（維持補修費、普通建設事業費など） 6万2,410円

家族への仕送り（繰出費、補助費等） 6万　521円
貯金など（積立費、投資及び出資金） 1,364円
友人などへ貸すお金（貸付金） 3,016円
想定外の出費への備え（予備費） 626円

計 33万3,333円

我が家の収入

給　与
（市税、使用料など） 9万2,612円

親からの仕送り
（地方交付税、
　国・県支出金など）

18万5,297円

銀行からの借り入れ
（市債） 5万5,424円

計 33万3,333円

300

400

500

600

700

800

24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

最終
当初

(単位：億円)

682
648 651621

557
599

667

一般会計予算額の推移

701 693

＊�表中の金額は、千円未満を切り捨てているため、合計が合
わないものがあります。

＊�平成25年度は、市長・市議会議員選挙の実施に伴い、「骨
格予算」でした。

8市報からつ　平成28年５月号

特　集



唐
津
大
使
に
就
任

篠し
の

笛ぶ
え

奏そ
う

者し
ゃ  

佐さ

藤と
う

和か
ず

哉や

さ
ん

　
ふ
る
さ
と
唐
津
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、篠
笛
奏
者・
佐
藤
和

哉
さ
ん
を
唐
津
大
使
に
任
命
し
、３
月
28
日
、委
嘱
式
を
行

い
ま
し
た
。

　
唐
津
大
使
と
は
、唐
津
市
出
身
者

や
市
と
の
関
係
が
深
い
著
名
人
に
、

唐
津
の
魅
力
を
国
内
外
に
紹
介
し
、

唐
津
を
応
援
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
や

ま
ち
づ
く
り
へ
の
意
見
や
提
言
を

し
て
い
た
だ
き
、唐
津
を
応
援
し
て

い
た
だ
く
制
度
で
す
。

　
今
回
、全
国
で
精
力
的
に
活
躍
さ

れ
て
い
る
篠
笛
奏
者
の
佐
藤
和
哉

さ
ん
が
唐
津
大
使
に
就
任
し
ま
し

た
。３
月
28
日(

月)

に
委
嘱
式
が
行

わ
れ
、坂
井
市
長
か
ら
唐
津
大
使
の

委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
藤
さ
ん
は
高
校
卒
業
ま
で
唐

津
で
育
ち
ま
し
た
。ふ
る
さ
と
唐
津

へ
の
愛
着
が
強
く
、松
浦
佐
用
姫
伝

説
を
基
に
し
た
曲
も
制
作
さ
れ
ま

し
た
。

　

現
在
は
東
京
を
拠
点
に
全
国
で

公
演
を
開
き
な
が
ら
、篠
笛
の
講
師

と
し
て
も
精
力
的
に
活
動
さ
れ
て

い
ま
す
。２
０
１
３
年
に
は
、Ｎ
Ｈ

Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説
の
主
題
歌
に

な
っ
た
、人
気
歌
手
ゆ
ず
の
「
雨
の

ち
晴
レ
ル
ヤ
」
の
原
曲
「
さ
く
ら
色

の
ワ
ル
ツ
」を
作
曲
し
た
こ
と
で
も

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

総
務
課�

（
☎
７
２
︱
９
１
１
３
）

文
化
振
興
課�（
☎
５
３
︱
７
１
２
９
）

佐
藤
さ
ん
と
篠
笛
と
の
出
会
い

　

中
学
時
代
、唐
津
く
ん
ち
の
囃
子
の
練
習
で

横
笛
を
知
り
、大
学
卒
業
後
に
篠
笛
と
出
会
い
、

そ
の
音
色
に
魅
了
さ
れ
篠
笛
奏
者
の
道
を
志
し

ま
し
た
。

唐
津
へ
の
思
い

　

僕
の
音
楽
の
感
性
は
幼
少
期
に
過
ご
し
た

唐
津
の
「
自
然
」「
文
化
」
に
尽
き
る
と
思
い
ま

す
。県
外
に
移
住
し
て
、唐
津
の
魅
力
の
素
晴
ら

し
さ
に
改
め
て
気
付
か
さ
れ
、そ
れ
を
全
国
の

方
々
に
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。今
回
、唐
津
大
使
の
委
嘱
を
受
け
、

こ
れ
か
ら
僕
の
感
性
を
育
ん
で
く
れ
た
唐
津
に

篠
笛
を
と
お
し
て
還
元
で
き
る
よ
う
、精
一
杯

が
ん
ば
り
ま
す
。

今
後
の
熱
意

　

唐
津
の
風
景
を
引
き
立
て
る
曲
を
奏
で
、全

国
の
方
々
に
「
唐
津
の
風
景
を
見
て
み
た
い
」

「
唐
津
の
地
で
篠
笛
を
聞
い
て
み
た
い
」と
思
っ

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。ふ
る
さ
と
を
想
う
気

持
ち
を
大
切
に
し
な
が
ら
新
た
な
感
性
を
育

み
、文
化
を
通
し
て
世
界
の
平
和・友
好
に
繋
げ

て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。現
在
、

唐
津
焼
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
曲
も
制
作
し
て
お

り
、唐
津
焼
と
強
い
関
係
が
あ
る
韓
国
と
の
友

好
に
結
び
つ
く
よ
う
な
曲
に
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

篠
笛
奏
者
、

　
　
佐
藤
和
哉
に
迫
る
―
―

篠
し の

笛
ぶ え

奏
そ う

者
し ゃ

：佐
さ

藤
と う

和
か ず

哉
や

1981年、唐津市海岸通生まれ。
高校卒業まで唐津で育ち、大学
入学を機に上京。現在は東京を
拠点に全国で活動中。
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市
役
所
の
組
織
を
変
更
し
ま
し
た

退
院
支
援
ル
ー
ル
を

作
成
し
ま
し
た

市
有
地
を

入
札
で
売
り
払
い
ま
す

し
、唐
津
の
地
方
創
生
を
推
進
し
て

い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は

◆�

Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
発
効
に
備
え
、第
一

次
産
業
に
対
応
す
る
組
織
を
強

化
し
ま
す
。

◆�

地
方
創
生
の
重
要
課
題
で
あ
る

雇
用
の
創
出
に
向
け
、コ
ス
メ

テ
ィ
ッ
ク
構
想
の
推
進
や
、地
域

産
業
と
し
て
の
唐
津
焼
の
振
興

な
ど
商
工
部
門
を
強
化
し
ま
す
。

ま
た
、観
光
は
新
た
な
雇
用
を
生

み
出
す
産
業
と
し
て
、商
工
団
体

な
ど
と
の
連
携
を
強
化
し
ま
す
。

◆�
地
方
創
生
の
基
礎
と
な
る
地
域

の
活
性
化
を
目
指
し
、住
民
の
皆

さ
ん
や
各
種
団
体
と
の
連
携
に

よ
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
ま

す
。国
際
交
流
で
は
、文
化
や
ス

ポ
ー
ツ
と
連
携
し
な
が
ら
、国
内

外
で
の
交
流
拡
大
を
進
め
ま
す
。

＊�

庁
舎
案
内
や
フ
ロ
ア
図
な
ど
、詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

く
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
課（

☎
７
２
︱
９
１
１
５
）

　

市
で
は
４
月
１
日
に
組
織
の
一

部
を
改
め
、新
し
い
体
制
で
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。今
回
の
組
織
変
更

は
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
対
応

　

高
齢
者
の
人
が
退
院
す
る
と
き

は
、退
院
前
か
ら
医
療
と
介
護
が
連

携
し
、退
院
後
の
生
活
や
療
養
を
支

え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

病
院
か
ら
在
宅
へ
生
活
の
場

を
ス
ム
ー
ズ
に
移
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、病
院
か
ら
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
（
介
護
支
援
専
門
員
）
に
退

院
時
の
情
報
を
つ
な
ぐ
「
退
院
支
援

ル
ー
ル
」を
作
り
ま
し
た
。

自
宅
で
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
て
い
る
人
と
そ
の
ご
家
族
へ

◆�

介
護
保
険
被
保
険
者
証
や
お
薬

ノ
ー
ト
な
ど
に
、担
当
の
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
の
名
刺
を
入
れ
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

◆�

入
院・
退
院
を
し
た
と
き
は
、担

当
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
連
絡

を
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
７
２
︱
９
１
９
１
）

売
り
払
い
物
件

　
東
唐
津
１
丁
目
１
番

　
雑
種
地　
１
３
５
㎡

　
３
，３
６
６
，０
０
０
円(

最
低
価
格)

売
り
払
い
方
法

　
一
般
競
争
入
札

必
要
書
類

　

�

入
札
参
加
申
込
書
、納
税
証
明

書
、住
民
票
抄
本
（
法
人
は
登
記

事
項
証
明
書
）各
１
通

受
付
期
間（
閉
庁
日
を
除
く
）

　
５
月
10
日(

火)

か
ら

　
５
月
30
日(

月)

ま
で

入
札
の
と
き・と
こ
ろ

　
６
月
20
日(

月) 

午
前
10
時
か
ら

　
本
庁
３
階
第
４
会
議
室

＊
当
日
は
入
札
保
証
金
が
必
要
で
す
。

申
込
者
の
資
格

　

契
約
を
締
結
す
る
能
力
の
な
い

人
や
破
産
者
で
復
権
し
て
い
な
い

人
な
ど
地
方
自
治
法
施
行
令
第
167

条
の
４
の
規
定
に
該
当
し
な
い
人
、

市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人
、暴
力

団
に
関
与
し
て
い
な
い
人
な
ど

＊
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

財
産
管
理
課
（
☎
７
２
︱
９
１
４
２
）

組織変更の主な内容
◆�農林水産商工部、観光文化スポーツ部、国際局の３部局を再編し、
　農林水産部、商工観光部、交流文化スポーツ部を新設しました。
◆�商工ブランド課に唐津焼振興室を新設しました。
◆�有害鳥獣対策室の名称を鳥獣対策室に変更しました。
◆�男女共同参画・地域づくり課を男女共同参画室と地域づくり課に分け、男女共同

参画室は企画部企画政策課に、地域づくり課は交流文化スポーツ部に移しました。
◆�広報広聴課の名称を市政広報課に変更し、総務部から企画部に移しました。
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出
会
い
創
出
事
業
補
助
金

を
交
付
し
ま
す

さ
が
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

会
員
登
録
料
を
助
成
し
ま
す

　

出
会
い
の
機
会
の
提
供
や
結
婚

支
援
事
業
を
行
う
団
体
に
補
助
し

ま
す
。

対�

象
団
体　
市
内
の
企
業
、任
意
団

体
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
（
営
利
目

的
で
婚
活
支
援
を
行
う
団
体
を

除
く
）

対
象
事
業

◆
出
会
い
の
場
、交
流
の
場
の
提
供

◆
結
婚
を
応
援
す
る
セ
ミ
ナ
ー

◆
そ
の
他
出
会
い
に
つ
な
が
る
事
業

＊�

参
加
者
は
20
歳
以
上
の
独
身
男

女
、参
加
者
は
、20
人
以
上
で
市

内
に
居
住・
勤
務
す
る
人
が
半
数

以
上
な
ど
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

補
助
金
額　
上
限
50
万
円

＊
セ
ミ
ナ
ー
の
み
上
限
10
万
円

申
請
期
限　
６
月
30
日（
木
）ま
で

申
請
方
法

　

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
男
女
共
同
参
画
室
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。申
請
書
は
男
女
共
同
参

画
室
と
各
市
民
セ
ン
タ
ー
総
務
教

育
課
に
準
備
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

男
女
共
同
参
画
室

（
☎
７
２
︱
９
２
３
９
）

　

県
が
実
施
す
る
事
業
で
、結
婚
を

希
望
す
る
独
身
男
女
の
１
対
１
の

出
会
い
を
支
援
す
る
「
さ
が
出
会
い

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
に
会
員
登
録

し
ま
せ
ん
か
？
市
が
会
員
登
録
料

を
全
額
助
成
し
ま
す
。

対
象
者

　

平
成
28
年
４
月
１
日
以
降
に
会

員
登
録
し
た
人
（
20
歳
以
上
の
独
身

者
）で
、市
に
住
民
登
録
が
あ
る
人

助
成
金
額　
５
，０
０
０
円

申
請
期
限

　
平
成
29
年
３
月
31
日（
金
）ま
で

申
請
方
法

　

さ
が
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
に
会
員
登
録
後
、申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、会
員
証
や
住

所
が
確
認
で
き
る
証
明
書
（
運
転

免
許
証
な
ど
）、領
収
書
（
原
本
）
を

添
え
て
男
女
共
同
参
画
室
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。申
請
書
は
、男
女

共
同
参
画
室
に
準
備
し
て
い
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

男
女
共
同
参
画
室

（
☎
７
２
︱
９
２
３
９
）

　
３
月
市
議
会

定
例
会
は
、３

月
１
日
か
ら
25

日
ま
で
25
日
間

の
日
程
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
議
会
で

可
決
さ
れ
た
一

般
会
計
補
正
予
算
の
主
な
も
の
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

問
い
合
わ
せ

財
政
課（
☎
７
２
︱
９
１
６
０
）

平成27年度
一般会計の予算規模
補正後の現計予算額

701億　861万円　　
３月補正予算額

△4億6,240万4千円
２月までの予算額

705億7,101万4千円

自治体セキュリティ強化対策
事業費

5,573万5千円

　国の補正予算に伴い、マイナ
ンバーの情報連携等に利用さ
れる情報網のセキュリティを
確保するため、庁内の業務用端
末とインターネット接続を分
離します。

観光地域づくり加速化事業費
5,011万9千円

　地方創生先行型事業として
実施しているイベントや市場
調査をもとに、地方創生加速化
交付金を活用したデータ分析
や新しい観光市場の開拓を進
め、観光地域づくりの確立を推
進します。

海外コスメ企業投資促進
事業費

4,404万5千円

　地方創生加速化交付金を活
用して、海外コスメ企業の投資
意向調査やプロモーション活
動などを継続・発展させ、唐津
への進出を促進します。

施設園芸等被害対策事業補助金
2,030万2千円

　平成28年１月の大雪により被
害を受けた園芸施設（ハウス）な
どの撤去、
再建経費に
対して補助
します。

３月市議会
定例会から
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４
月
か
ら
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
の
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た

〜
助
成
対
象
者
が
中
学
生
ま
で
に
〜

療
機
関
に
つ
き)

◆
入
院
…
１
，０
０
０
円

◆�

通
院・
薬
局
…
２
回
目
の
受
診
ま

で
１
回
あ
た
り
500
円
。３
回
目
の

受
診
か
ら
個
人
負
担
は
あ
り
ま

せ
ん
。

助
成
方
法

　
病
院
で
支
払
っ
た
領
収
書
を
１
か

月
分
ま
と
め
て
、申
請
書（
子
育
て
支

援
課
と
各
市
民
セ
ン
タ
ー
市
民
福
祉

課
に
準
備
し
て
い
ま
す
。市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き

ま
す
）
と
一
緒
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。後
日
払
い
戻
し
ま
す
。

＊�

申
請
期
限
は
診
療
月
の
翌
月
か

ら
１
年
以
内
で
す
。申
請
書
は
、

子
ど
も
ご
と・
月
ご
と・
医
療
機

関
ご
と
に
必
要
で
す
。

　

初
回
の
申
請・
登
録・
変
更
に
は
、

印
鑑
や
子
ど
も
の
健
康
保
険
証
、保

護
者
名
義
の
預
金
通
帳
か
カ
ー
ド
、

子
ど
も
と
被
保
険
者
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
、保
護
者
の
本
人
確
認
書
類
か

委
任
状
（
代
理
人
の
場
合
）、代
理
人

の
本
人
確
認
書
類
が
必
要
で
す
。

申
込
み・問
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
課(
☎
７
２
︱

９
１
５
１)

　

４
月
受
診
分
か
ら
、子
ど
も
の
医

療
費
の
助
成
対
象
者
が
中
学
生
ま

で
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、子
ど
も
の
医
療
費
受
給
資

格
登
録
申
請
時
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。子
ど
も
と

被
保
険
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
確

認
で
き
る
書
類
と
、保
護
者
の
本
人

確
認
書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

０
歳
か
ら
小
学
校
就
学
前
ま
で

個
人
負
担
額
上
限(

１
か
月・
１
医

療
機
関
に
つ
き)

◆
入
院
…
１
，０
０
０
円

◆�
通
院
…
２
回
目
の
受
診
ま
で
１

回
あ
た
り
500
円
。３
回
目
の
受
診

か
ら
個
人
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
薬
局
…
個
人
負
担
な
し

助
成
方
法

　

子
ど
も
の
医
療
費
受
給
資
格
証

の
登
録
申
請
が
必
要
で
す
。県
内
の

病
院
と
市
が
指
定
し
た
県
外
の
病

院
の
窓
口
で
保
険
証
と
受
給
資
格

証
を
一
緒
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

＊�

指
定
外
の
県
外
の
病
院
で
受
診

し
た
と
き
は
、小・
中
学
生
の
医

療
費
助
成
と
同
じ
方
法
で
助
成

し
ま
す
。

小
学
１
年
生
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で

個
人
負
担
額
上
限(

１
か
月・
１
医

高
齢
者
向
け
給
付
金
の
申

請
を
受
け
付
け
ま
す

唐
津
市
歯
科
口
腔
保
健
の
推

進
に
関
す
る
条
例(

案)

に
つ

い
て
意
見
を
募
集
し
ま
す

　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
向
け
の
給

付
金
を
支
給
し
ま
す
。支
給
対
象
に

な
る
可
能
性
の
あ
る
人
に
は
、４
月

末
に
申
請
書
な
ど
を
郵
送
し
ま
す
。

＊�
申
請
期
限
を
過
ぎ
る
と
支
給
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

＊�

申
請
書
を
受
け
付
け
た
後
に
、支

給
要
件
を
審
査
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

福
祉
総
務
課　
給
付
金
担
当

（
☎
５
３
︱
７
１
３
９
）

ま
た
は
各
市
民
セ
ン
タ
ー
市
民
福
祉
課

　

歯
科
口
腔
保
健
の
推
進
の
目
的
、

基
本
的
な
考
え
方
な
ど
に
つ
い
て
皆

さ
ん
の
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

意
見
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
人

◆
市
内
在
住
の
人

◆
市
内
に
勤
務・通
学
す
る
人

◆�

市
内
に
事
務
所
、事
業
所
が
あ
る

団
体

条
例(

案)

の
概
要
の
公
表
場
所

◆
保
健
医
療
課

◆
各
市
民
セ
ン
タ
ー
市
民
福
祉
課 

◆
各
保
健
セ
ン
タ
ー 

◆
市
立
図
書
館

◆
職
員
が
常
駐
し
て
い
る
公
民
館

◆
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

意
見
の
提
出
期
限

　
５
月
10
日(

火)

ま
で

意
見
の
提
出
方
法

　

氏
名
、住
所
、電
話
番
号
な
ど
を

記
入
し
て
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。郵
送
、フ
ァ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル

で
も
受
け
付
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

保
健
医
療
課（

☎
７
２
︱
９
２
７
０
）

支給対象者 平成27年度臨時福祉給付金の対象者で、65歳以
上の人（平成28年度中に65歳になる人を含む）

支 給 金 額 １人あたり30,000円
申 請 期 間 ５月２日(月)から７月29日(金)まで

申 請 方 法
郵送される申請書に、必要事項を記入・押印し、市
役所か各市民センターの窓口にお持ちください。
郵送でも申請できます。

必 要 書 類 申請書（緑色）、本人確認書類（運転免許証など）
の写し、振込先の分かるもの

支 給 方 法 指定口座への振り込み
支給予定日 申請した翌月（初回支給日は５月下旬を予定）
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
は
お
早
め
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）は

９
月
ま
で
の
第
２
日
曜
日
も
予
約
制
で
受
け
取
れ
ま
す

受
け
取
れ
る
人

　

同
じ
世
帯
の
人
の
分
は
、ど
な
た

か
１
人
が
代
表
で
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。ま
た
委
任
状
な
ど
代

理
権
を
証
明
す
る
書
類
が
あ
れ
ば

代
理
人
で
も
受
け
取
り
が
で
き
ま

す
。

受
取
場
所
と
時
間

　
市
役
所
本
庁
１
階
市
民
課

　

�

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

15
分
ま
で（
土
日
、祝
日
を
除
く
）

＊�

最
寄
り
の
市
民
セ
ン
タ
ー
で
の

受
け
取
り
を
希
望
す
る
人
は
、事

前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
民
課�

（
☎
７
２
︱
９
１
２
０
）

認
書
類
と
戸
籍
謄
本
、後
見
人
の

登
記
事
項
証
明
書
な
ど
も
必
要

で
す
。

◆
受
け
取
り
場
所
と
期
限

　
交
付
通
知
書
（
は
が
き
）
に
記
載

し
て
い
ま
す
の
で
、確
認
し
て
い
た

だ
き
、期
限
ま
で
に
指
定
さ
れ
た
交

付
場
所
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
受
け
取
り
日
時

　
土
日・祝
日
を
除
く
平
日

　
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

◆
日
曜
受
け
取
り（
予
約
制
）

　

５
月
か
ら
９
月
ま
で
の
第
２
日

曜
日
（
午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で
）

は
、市
役
所
本
庁
市
民
課
で
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人
番
号
カ
ー

ド
）
を
受
け
取
れ
ま
す
。受
け
取
り

を
希
望
す
る
人
は
、事
前
に
必
ず
電

話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

＊�

事
前
に
電
話
で
の
連
絡
が
な
い

場
合
、個
人
番
号
カ
ー
ド
を
交
付

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
民
課�

（
☎
７
２
︱
９
１
２
０
）

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
を
ま

だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
人
は
、次
の

書
類
を
お
持
ち
に
な
り
市
役
所
で
の

受
け
取
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

持
っ
て
く
る
も
の

◆�

受
け
取
り
に
来
る
人
の
免
許
証
、

住
基
カ
ー
ド
、パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど

官
公
署
が
発
行
し
た
顔
写
真
付

き
の
身
分
証
明
書
の
う
ち
１
点

（
持
っ
て
い
な
い
人
は
健
康
保
険

証
、介
護
保
険
証
、学
生
証
、本
人

名
義
の
通
帳
な
ど
名
前
、住
所
ま

た
は
生
年
月
日
が
書
い
て
あ
る

も
の
の
う
ち
２
点
）

◆�

代
理
人
が
受
け
取
り
に
来
る
場
合

は
、本
人
と
代
理
人
の
本
人
確
認

が
で
き
る
も
の
と
委
任
状
な
ど

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人
番
号

カ
ー
ド
）と
は

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
証
明
や
、本
人

確
認
の
際
の
身
分
証
明
書
と
し
て

利
用
で
き
る
顔
写
真
付
き
の
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
で
す
。

　

交
付
を
希
望
す
る
人
は
個
人
番

号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書
に
よ
る
申

請
が
必
要
で
す
。申
請
後
、交
付
の

準
備
が
で
き
た
申
請
者
に
個
人
番

号
カ
ー
ド
の
交
付
通
知
書
（
は
が

き
）
を
郵
送
し
ま
す
。通
知
書
に
書

い
て
あ
る
場
所
で
必
ず
本
人
が
受

け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人
番
号

カ
ー
ド
）の
受
け
取
り
方
法

◆
必
要
な
書
類

①
交
付
通
知
書（
は
が
き
）

②
通
知
カ
ー
ド

③�

免
許
証
な
ど
の
本
人
確
認
書
類

(

コ
ピ
ー
不
可)

④�

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド(

住
基

カ
ー
ド) 

＊
持
っ
て
い
る
人
の
み

＊�
申
請
者
が
15
歳
未
満
の
人・
成
年

被
後
見
人
は
、申
請
者
本
人
と
申

請
書
に
書
い
た
代
理
人
の
同
行

が
必
要
で
す
。代
理
人
の
本
人
確

マイナンバーキャラクター
マイナちゃん
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男
女
共
同
参
画
推
進
市
民

提
案
事
業
を
募
集
し
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
の

健
康
診
査
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

市
交
際
費
を
公
表
し
ま
す

軽
自
動
車
税
、自
動
車
税

の
納
付
は
お
早
め
に

　

市
民
が
男
女
共
同
参
画
推
進
の

た
め
に
企
画・
実
施
す
る
事
業
の
提

案
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
者

　
市
民
５
人
以
上
で
組
織
す
る
団
体

事
業
費　
１
事
業
10
万
円
ま
で

内
容

　

男
女
で
担
う
家
事・
育
児・
介
護
、

ワ
ー
ク・
ラ
イ
フ・
バ
ラ
ン
ス
推
進
、

Ｄ
Ｖ・
セ
ク
ハ
ラ
防
止
な
ど
、男
女

共
同
参
画
の
推
進
に
つ
な
が
る
事

業
（
実
施
方
法
は
、講
演
、写
真
コ
ン

テ
ス
ト
、意
識
調
査
、啓
発
誌
作
成

な
ど
、ど
の
よ
う
な
形
で
も
構
い
ま

せ
ん
）

申
込
期
限　
６
月
24
日(

金)

ま
で

申
込
方
法

　

男
女
共
同
参
画
室
と
各
市
民
セ

ン
タ
ー
総
務
教
育
課
に
準
備
し
て

い
る
申
込
書
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

＊�

選
定
委
員
会
で
事
業
計
画
な
ど

を
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

男
女
共
同
参
画
室

（
☎
７
２
︱
９
２
３
９
）

　

生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
、重
症

化
予
防
の
た
め
、年
１
回
無
料
の
健

康
診
査
を
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。

対
象
者

　

佐
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
に
加

入
し
て
い
る
人
（
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
入
所
者
や
、今

年
度
に
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
ほ
か
の

健
診
を
受
診
予
定
の
人
は
対
象
外

で
す
）

検
査
項
目

　

問
診
、身
体
測
定
、診
察
、血
圧
測

定
、血
液
科
学
検
査
、肝
機
能
検
査
、

尿
検
査
な
ど

受
診
方
法

①�

対
象
者
に
は
４
月
末
に
、今
年
度

75
歳
に
な
る
人
に
は
誕
生
日
の

２
か
月
後
に
受
診
券
な
ど
を
郵

送
し
ま
す
。

②�

病
院
に
受
診
日
を
予
約
し
て
、問

診
票
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

③�

受
診
券
と
問
診
票
、保
険
証
を

持
っ
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。健

診
結
果
は
後
日
病
院
か
ら
通
知

さ
れ
ま
す
。

受
診
期
間

　
５
月
２
日(

月)

か
ら

　
平
成
29
年
２
月
28
日(

火)

ま
で

問
い
合
わ
せ

保
険
年
金
課
（
☎
７
２
︱

９
１
２
３
）

　

市
交
際
費
と
は
、円
滑
な
行
政
運

営
の
た
め
、市
長
が
市
を
代
表
し
て

行
う
外
部
と
の
交
際
に
必
要
な
経

費
で
す
。

　

今
回
は
、平
成
28
年
１
月
か
ら
３

月
分
を
公
表
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

秘
書
課�

（
☎
７
２
︱
９
１
１
４
）

　

平
成
28
年
度
分
の
軽
自
動
車
税

と
自
動
車
税
の
納
付
期
限
は
５
月

31
日（
火
）で
す
。最
寄
り
の
金
融
機

関
、郵
便
局
、コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
な
ど
で
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

納
期
限
を
過
ぎ
る
と
、督
促
手
数

料
や
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

口
座
振
替
に
し
て
い
る
人
へ

　

軽
自
動
車
税
の
口
座
振
替
日
は

５
月
26
日（
木
）で
す
。自
動
車
税
は

５
月
31
日（
火
）で
す
。残
高
不
足
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請

　

身
体
障
害
者
手
帳・
療
育
手
帳・

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳・
戦

傷
病
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

は
、申
請
を
す
る
と
減
免
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。申
請
は
、５
月
31

日
（
火
）
ま
で
で
す
。納
付
書
（
は
が

き
）、手
帳
、運
転
免
許
証
、車
検
証
、

印
鑑
、納
税
義
務
者
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
が
確
認
で
き
る
書
類
、届
出
者

の
身
分
証
明
書
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。問

い
合
わ
せ

税
務
課�

（
☎
７
２
︱
９
１
１
６
）

ま
た
は
各
市
民
セ
ン
タ
ー
市
民
福

祉
課

項　目 区　分 件数 金額(円) 用 語 解 説
弔　慰 今期分 17 257,340 市政関係者とその親族に対する香典・供

花などの経費累計 52 920,740
見　舞 今期分 0 0 市政関係者の病気、災害などに対する見

舞金などの経費累計 0 0
御　祝 今期分 1 10,000 記念行事、式典、祝賀会などに関するお祝

いなどの経費累計 1 10,000
賛　助 今期分 2 15,000 各種大会、新聞などの特別企画などで公

益性のあるものへの賛助累計 11 39,825
接　遇 今期分 2 18,210 来客、市政関係者との懇談、土産、記念品

などの経費累計 9 204,772
会　費 今期分 9 41,000 円滑な市政運営に関する会議、会合、研修

会への参加経費累計 40 205,500
その他 今期分 2 13,200 上記の区分以外の経費累計 9 48,200
合　計 今期分 33 354,750

累計 122 1,429,037
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献血車がやってきます

休日などの救急医療体制
◎まず、初期救急医療機関で外来診療を受けましょう。
◎入院が必要な重症患者には、
　�二次救急医療機関（病院群輪番制病院・救急告示病院）を紹介する、搬送
を行うなどの対応をします。
◎�生命にかかわる重篤な患者は、三次救急医療機関（地域救命救急センター）
へ搬送を行い、地域で救急医療の完結を目指します。

急な病気・けがの時は

初期救急医療機関
◎まずは、かかりつけ医で受診しましょう。

◎かかりつけ医が不在の時は、
唐津救急医療センター（千代田町 ☎75-5199）

※健康保険証を忘れずにお持ちください

休日（日曜・祝日・振替休日） 平日（小児科のみ）
内科・外科 午前９時～午後９時 月～金曜日 午後８時～翌午前６時
小児科 午前９時～翌午前６時 土曜日 午後５時～翌午前６時

自分で症状の判断がつかない場合や緊急時の問い合わせは
唐津市消防本部 救急医療情報案内（☎73-0043）まで

15日(日)
　9：00～11：40　13：00～15：30
　唐津ロイヤルホテル横広場
26日(木)
　9：30～11：30　12：30～15：30
　ふるさと会館アルピノ

５月

佐賀県赤十字血液センター
（☎0952-32-1011）

問い合わせ

②�顔の前で右手の人さし
指を立てる

１つ

「１人に１つ、マイナンバー」トライ・ザ・しゅわ

歯科 休日当番医　診療時間  午前９時～正午

5月

1日 (日) 宮原歯科クリニック ☎78-0177 山本
3日 (火･祝) ハシムラ歯科医院 ☎79-6550 和多田用尺
4日 (水･祝) 中谷歯科 ☎54-0607 肥前町田野丙
5日 (木･祝) 青木歯科医院 ☎79-4182 新興町
8日 (日) くが歯科医院 ☎51-5120 相知町町切

15日 (日) なかみぞ歯科クリニック ☎79-8111 和多田大土井
22日 (日) 岩松歯科医院 ☎72-1072 刀町
29日 (日) 井本歯科医院 ☎63-2775 厳木町厳木

6月 5日 (日) おおた歯科医院 ☎72-0553 東唐津
当番医は予告なく変更される場合があります。
受診前に確認してください。受診時は健康保険証をお持ちください。
問い合わせ 　保健医療課（☎72-9270）

①�左手の人さし指を横に倒
し右手で「人」の字を書く

1人

③�右手の人さし指で自分を指さし、内側に向けた両手
を胸の前で３の数字を作り、小指側を２回合わせる

わたしの 番号
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私のまちを私たちの手で「キレイ」に！
生活環境対策課　☎72-9124

　郷土の美しい自然を未来に引き継ぐため、海岸
や河川、各地区町内の清掃活動を行います。皆さ
んぜひ参加してください！
◆ラブアース・クリーンアップ2016
　と　き　５月29日(日) 8:30～
　　※浜崎海岸は午前８時から
　と�ころ　東の浜、西の浜、幸多里浜、相賀の浜、
高島、神集島、浜崎海岸など

◆ふるさと美化活動
● 呼子町　５月15日(日)
● 厳木町、相知町、北波多、肥前町、鎮西町
　５月29日(日)
● 七山　　６月５日(日)
※開始時間は各地区で異なります。
※�ラブアース・ふるさと美化活動ともに小雨時は
決行し、雨天時は中止します。ラブアース中止
の場合は、チャンネルからつと市ホームページ
で午前７時からお知らせします。ふるさと美化
活動については、各市民センター市民福祉課に
お尋ねください。
※ごみ袋は受付時に配付します。

マイリバー・クリーンアップ2016
マイリバー・クリーンアップ実行委員会
(道路維持課内)　☎72-9134

　｢出来ることから始めよう」という精神に基づ
き、行政と住民が一緒になって取り組んでいる河
川一斉清掃活動です。川をきれいにすることによ
り、その下流にある海をきれいにすることができ
ます。皆さんのご協力をお願いします。
と　き　５月29日(日)　受付8:00
　七山地区は６月５日(日)
と�ころ　鏡、和多田、中原、養母田、千々賀、石志、
久里、山本、双水、浜玉、厳木、相知、北波多、七山
　※�場所の詳細は市ホームページをご覧くださ
い。

　※�中止の場合は、チャンネルからつと市ホーム
ページで午前７時からお知らせします。

西ノ門館唐津焼企画展「春の器展」
西ノ門館　☎75-3667

　ふだん使いの器を探してみませんか。フリー
カップにお皿、小鉢などお手頃価格の唐津焼が勢
ぞろいします。気分に合わせて、食卓に花をさか
せましょう。
と　き　５月15日(日)まで　9:00～17:00
ところ　西ノ門館(北城内)
入場料　無料
期間中の休館日（月曜日）は開館します。

第10回Kinto市民美術祭
近代図書館　☎72-3467
● オープニング特別展「KOUKAN Ⅸ～自然～」

(絵画・書・写真)
　５月12日(木)～22日(日)※16日(月)は休館
● ゴタール会絵画展
　5月25日(水)～29日(日)
● 和美会絵画展
　６月１日(水)～５日(日)
　※１日は美術ホールのみ開館
● 唐津篆

て ん

美
び

会展(書道展)
　６月８日(水)～12日(日)
● 一玄社書展(書道展)
　６月15日(水)～19日(日)
● からつ写友会写真展
　６月22日(水)～26日(日)
開館時間　10:00～18:00（入場は17:30まで）
　※各展覧会とも最終日のみ17:00で終了
ところ　近代図書館美術ホール
入場料　無料

第19回肥前町棚田ウォーク
肥前町棚田ウォーク実行委員会事務局
(肥前市民センター産業課内)
☎53-7145　FAX 54-2521
Eメール hizen-sangyou@city.karatsu.lg.jp
〒847-1526　肥前町入野甲1703
　肥前町の棚田や、鷹島肥前大橋を眺めながら、
約10kmのコースをさわやかな潮風とともに歩い
てみませんか。
と　　き　５月21日(土)　
　　　　　受付8:00　スタート9:00
集合場所　肥前市民センター前広場(肥前町入野)
定　　員　200人(先着順)
参 加 料　一般1,000円　小･中学生　500円
申込期限　５月13日(金)まで
申�込方法　はがき、ファクス、Ｅメールで、参加者の
住所、氏名、年齢、電話番号をお知らせください。
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赤ちゃんと一緒でも楽しめる
ファミリーコンサート「音楽のおくりもの」
唐津市民会館　☎72-8278

　一村誠也（フルート奏者）ほか６人による、親子
で楽しめるファミリーコンサートです。
と　き　６月４日(土)
　◆１回目「わいわいコンサート」
　　10：30開場　11：00開演
　◆２回目「アフタヌーンコンサート」
　　13：30開場　14：00開演
ところ　唐津市民会館大ホール
入場料（前売券・全席自由）
　高校生以上1,500円　中学生以下500円
　（当日は200円増し、３歳以下無料）
入場券販売所
　�唐津市民会館、相知交流文化センター、唐津市
役所本庁売店、ふるさと会館アルピノ、まいづ
るスリーナイン店

平成28年度　春季企画展「名画との出会い 
Part.4」～20世紀の巨匠たちⅠ～
文化振興課　☎53-7129
河村美術館　☎73-2868

と　き
　４月23日(土)～６月12日(日)の、土・日曜日と
祝日のみ開館（5/2･6は開館）
　10:00～17:00（入館は16:30まで）
ところ　河村美術館
入館料　一般500円　大学生・高校生400円
　（�20人以上の団体は各100円引き、中学生以下
無料）

市報からつ４月号に掲載した記事の「とき」と
「入館料」に誤りがありました。
正しくは上記のとおりです。訂正しますとと
もにお詫び申し上げます。

洋上の楽園｢ぱしふぃっくびいなす｣
唐津港入港
みなと振興課　☎72-9187

と　き　５月16日(月)　8：00入港　19：00出港
ところ　唐津港東港岸壁（東大島町）
　物産展や出港セレモニーを行います。多数のご
来場をお待ちしています。船内見学はできません
が、午後からは近くで見学できます。

写真提供　日本クルーズ客船（株）

クルーズ客船｢にっぽん丸｣船内見学会募集
みなと振興課　☎72-9187

と　き　６月13日(月)　11：00～12：00
ところ　唐津港東港岸壁（東大島町） 
参加料　無料
定　員　50人　※申込多数の場合は抽せん
申�込方法　記入例を参考に、往復はがきに必要事
項を記入して申し込んでください。

※�１枚のはがきで４人まで申込可能(2歳以下の
乳幼児は４人を超えても申し込みできます)

[記入例] 

申込期限　５月20日(金)まで(必着)
※�小学生以下は保護者同伴で、乳幼児も申し込み
が必要です。車いす･ベビーカーは使用できま
せん。

※�当日は、午前７時から午後４時まで船の近くで
見学できます。
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近代図書館
新興町　☎72-3467
　 近 代 図 書 館4階 子 ど も コ ー
ナーでは「まつぼっくり」などが
読み聞かせをします。
◆幼児向け絵本の読み聞かせ
　毎週土曜日� 14：00～14：30
◆小学生向け読み聞かせ
　5/7･14� 14：30～15：00
ブックスタートなど
◆0歳児向けブックスタート
　5/18� 受付　10：30～12：00
◆0歳児向けぴよぴよおはなし会
　5/18� 11：00～11：20

相知図書館
相知町相知　☎62-4194
　相知お話会 ｢虹のぽけっと｣ な
どが読み聞かせをします。
◆幼児、児童向け絵本の読み聞かせ
　5/7･21� 14：00～14：30
　相知図書館児童室

認定こども園ひぜんこども園
肥前町入野　☎51-6662
◆すこやか広場  
　�毎週月曜～金曜日(祝日除く)、

5/7� 10：00～15：00

殿の浦愛児園
呼子町殿ノ浦　☎82-2932
◆エンゼルひろば
　毎週火･水･木曜日(祝日除く)、
　5/2･6･7� 10：00～15：00

呼子保育園
呼子町呼子　☎82-3926
◆ポッポの広場　
　�毎週火・水･金曜日(祝日除く)、

5/2･7� 9：30～15：30

認定こども園唐津カトリッ
ク幼稚園　山下町　☎72-2755
◆カトリックひろば
　5/2･12･17･24･31� 9：00～14：00

認定こども園昭和幼稚園・なかよ
し保育園　北城内　☎72-4380
◆子育て支援「ほかほか」
　5/2･6･7･9･11･12･16･18･
　23･25･30� 10：00～15：00
※事前に連絡してください。

町田保育園子育て支援センター
町田3丁目　☎0120-192-168
◆わんぱくサロン
　�毎 週 月 曜 ～ 土 曜 日(祝 日、

5/11･21･27除く)� 9：00～14：00

双葉保育園
浜玉町浜崎　☎56-8385
◆子育てひろば
　5/10･17･24� 10：00～11：30
◆なかよしひろば(祝日除く)
　毎週月･水～金曜日� 10：00～15：00
　毎週火曜日� 11：30～16：30
　毎週土曜日� 8：30～13：30

なごや保育園
鎮西町名護屋　☎82-1129
◆なごやか広場
　(場所：大久保コミュニティセンター)
　�毎週火･水･金曜日(祝日除く)、

5/2･7� 10：00～15：00

山本保育園
山本　☎78-0156
◆ひなたぼっこ（場所：山本西隣保館）
　�毎週月･水･金曜日(祝日除く)、

5/7� 10：00～15：00

認定こども園呼子中央こども園
呼子町呼子　☎82-3333
◆よいこの広場
　�毎週月･水･金曜日(祝日除く)、

5/10� 10：30～15：00

認定こども園リョーユー幼稚園
和多田　☎74-7500
◆リョーちゃんひろば
　�毎週月曜～金曜日(祝日除く)、

5/7� 10：00～15：00

青葉保育園
二タ子1丁目　☎72-4788
◆あおばのつどい
　5/7･10･18･21･24� 10：00～12：00
◆｢同じ年齢の友達と遊ぼう」など
　毎週月曜～金曜日(祝日除く)
� 10：00～15：00

平原保育園
浜玉町平原　☎56-6529
◆なかよしひろば
　毎週水曜日(祝日除く)
� 10：00～11：00
◆園庭開放など
　毎週月曜～金曜日(祝日除く)
� 10：00～16：00
　毎週土曜日� 8：00～11：00

認定こども園相知エルアンこど
も園　相知町中山　☎51-8020
◆にこにこ広場
　5/9･11･20･23･25･27
� 10：00～15：00
◆�園開放　毎週月･水･金曜日(祝

日除く)、5/7� 10：00～15：00

北波多第二保育園
北波多田中　☎64-2710
◆子育てサロン
　毎週火曜日(祝日除く)
� 10：00～11：00

認定こども園虹の森保育園
鏡　☎74-0660
◆ころころらんど
　5/6･10･11･17･20･24･27
� 10：00～
◆子育て相談・園開放
　�毎週月曜～金曜日(祝日除く)、

5/7� 10：00～15：00

認定こども園唐津ルーテル
こども園　坊主町　☎72-2518
◆ルーテルひろば
　�５/2･6･7･9･10･12･16･17･18･

25･26･27･31� 9：00～14：00

18市報からつ　平成28年５月号

情
報
ひ
ろ
ば
・
こ
ど
も
（
幼
児
）



人権相談
人権・同和対策課　☎72-9125
または各市民センター市民福祉課
5月
6日
(金)

13：00～16：00
打上公民館(鎮西)

10日
(火)

9：00～12：00
ひれふりランド(浜玉)

11日
(水)

13：00～16：00
市民交流プラザ(大手口センタービル
｢Otte(オーテ)｣ 3階)小会議室1

6月
1日
(水）

9：00～12：00
ひれふりランド(浜玉)
厳木市民センター1階会議室
肥前市民センター101号会議室
13：00～16：00
市民交流プラザ(大手口センタービル
｢Otte(オーテ)｣ 3階)小会議室1
鎮西市民センター2階会議室

金融相談
佐賀県信用保証協会　☎0952-24-4343
● 肥前･鎮西･呼子地区
　5/6、6/3� 11：00～13：00
　�唐津上場商工会経営支援セン
ター　玄海事務所

● 浜玉･厳木･相知･北波多･七山地区
　5/6、6/3� 14：00～15：00
　唐津東商工会　本所
● 唐津地区
　5/10、6/14� 10：00～15：00
　唐津商工会議所
※相談料無料、要予約

児童総合相談
子育て支援課　相談室　☎53-7181
　児童の虐待、不登校、ひきこも
りなど、子育ての悩みについて
相談に応じます。
と　き　閉庁日除く毎日
　　　　8：30～17：15
ところ　本庁１階子育て支援課
※�随時相談可能。電話予約も受
け付けます。

無料法律相談
市民相談室　☎72-9122
または各市民センター市民福祉課
5月
10日
(火)

10：00～12：00
肥前市民センター101号会議室

12日
(木)

10：00～15：00
本庁1階市民相談室

17日
(火)

10：00～12：00
厳木市民センター1階会議室

19日
(木)

10：00～15：00
本庁1階市民相談室

20日
(金)

10：00～12：00
呼子市民センター1階会議室

26日
(木)

10：00～15：00
本庁1階市民相談室

6月
1日
(水)

10：00～12：00
北波多公民館

【予約受付開始日】
本　庁　相談希望日の前週の金曜日から
各市民センター　相談希望日の1週間前から

土地建物の無料相談会
佐賀県宅地建物取引業協会唐津支部
☎73-4486
　借地･借家などの契約や苦情
についてご相談ください。
と　き　5月19日(木)
　　　　13：30～16：00
と�ころ　市民交流プラザ（大手
口センタービル「O

オ ー テ

tte」3階）
小会議室1

消費生活相談
消費生活センター　☎73-0999
と　き　閉庁日を除く毎日 
　　　　8：30～17：15
ところ　本庁1階市民相談室

女性・母子・父子総合相談
子育て支援課　相談室
☎53-7180
　女性や母子･父子家庭の生活上
の悩みについて相談に応じます。
と　き　閉庁日除く毎日
　　　　8：30～17：15
ところ　本庁１階子育て支援課
※�随時相談可能。電話予約も受
け付けます。

行政相談
総務課　☎72-9113
5月
10日
(火)

9：00～12：00
ひれふりランド(浜玉)
13：00～16：00
肥前市民センター1階102会議室
鎮西市民センター2階会議室

11日
(水)

10：00～12：00
北波多老人憩の家

17日
(火)

9：00～12：00
厳木市民センター1階会議室
相知市民センター別館2階第3会議室

18日
(水)

10：00～15：00
本庁議会棟第3委員会室

6月
1日
(水)

9：00～12：00
厳木市民センター1階会議室

からだとこころの無料相談
唐津保健福祉事務所　☎73-4185
場所/大名小路
● エイズ相談
　5/10･17･24･31� 9：00～11：00
　5/17� 9：00～11：00、17：00～19：00
● 骨髄提供希望者登録受付（要予約）
　5/12･19･26� 9：00～11：00
● 肝炎ウィルス検査（要予約）
　5/17(火)� 15：00～19：00
● 精神保健福祉相談（要予約）
　5/11･18･25� 13：30～16：00
● 難病相談
　平日随時実施� 8：30～17：15
● 療育発達相談（要予約）
　5/11(水)� 14：00～14：30
● 不妊相談(要予約)
　平日随時実施� 8：30～17：15

こころの相談
唐津市保健センター　☎75-5161
　仕事、育児、家庭、健康などの
相談に、臨床心理士が応じます。
と　き� （要予約）
　5月12日(木)� 14：00～16：00
　5月27日(金)� 9：30～12：00
ところ　�唐津市保健センター

（千代田町）

ひまわり鍼灸・整骨院
TEL/FAX：0955-77-2222　　〒847-0022　唐津市鏡4512-1

12:00～14:00はお昼休みです。
日曜・祝日は休診、
月曜は午後のみの診療です。

　  受付時間 月 火 水 木 金 土 日
09:00～12:00 休 ○ ○ ○ ○ ○ 休
14:00～19:00 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 休
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農地の賃借料情報を更新し
ました
農業委員会事務局　☎72-9165
　農地の賃借料情報を更新しま
した。賃借料情報は、農業委員
会事務局、各市民センター分室
にお問い合わせいただくか、市
ホームページをご覧ください。

無料法律相談会
佐賀地方・家庭裁判所
☎0952-38-5604
　裁判所では、５月３日の憲法
記念日を中心に憲法週間を設定
し、それに合わせて、無料法律相
談会を開催します。
と　き　５月10日(火)
● 午前の部　10：00～12：30
● 午後の部　13：00～15：00
と�ころ　佐賀県弁護士会館２階
(佐賀市中の小路７番19号)

相�談内容　金銭、土地、建物、交通
事故、架空請求、振込詐欺など

平成28年７月期職業訓練受
講生募集
ポリテクセンター佐賀
☎0952-26-9516
募集科目
　機械・CAD技術科	 15人
　機械加工技術科	 12人
　板金・溶接施工科	 15人
　電気設備施工科	 18人
　建築CAD科	 30人
応�募資格　技能習得や再就職に
意欲があり、ハローワークか
ら受講指示か受講推薦を受け
た人

申込期限　６月１日(水)まで
入所日　　７月５日(火)
訓練期間　６か月
受講料　無料(教科書代などは実費)
申込先　最寄りのハローワーク

平成27年度小中学校エコリ
ンピックの表彰校を決定し
ました
生活環境対策課　☎72-9175

　子どもたちの環境に対する意
識を高めることを目的に、唐津市
こどもエコ検定の一環で各小中
学校で実践している「環境にやさ
しい取り組み」の中で、環境保全
に熱心な学校を表彰しました。
◆表彰校(小学校)
　最優秀校　相知小学校
　優秀校　　浜崎小学校
　　　　　　湊小学校
◆表彰校(中学校)
　最優秀校　馬渡中学校
　優秀校　　湊中学校
　　　　　　鏡中学校

平成28年経済センサス－活
動調査を実施します
企画政策課　☎72-9207

　経済センサス－活動調査とは、
事業所及び企業の経済活動の状
態を明らかにし、全国的、地域別
に産業構造を明らかにすること
で、日本経済の「いま」を知り、「未
来」をつくるための調査です。
調査期日　平成28年６月１日現在
調査対象　すべての事業所・企業
調�査項目　名称、所在地、経営組
織など、基本的な項目に加え
て、事業内容、売上・費用、設備
投資など

調�査の流れ　５月下旬に統計調
査員が事業所を訪問しますの
で、調査票の記入をお願いし
ます。インターネットでも回
答できます。

唐津市水道事業指定給水装
置工事事業者の追加指定に
ついて
水道工務課　☎72-9148
追加指定
● 奨建設(西唐津１丁目)
● (株)田中造園土木(相知町大野)

５月は消費者月間です
唐津市消費生活センター
(市民相談室内)　☎73-0999
平成28年度消費者月間統一テーマ
　「みんなの強みを活

い

かせ～安
全･安心な社会に一億総活躍〜」
　近年、高齢者をはじめとして、
消費者被害の相談件数が増加し
ています。消費者と事業者と行政
の連携による安全･安心で豊かな
社会の実現を目指しましょう。

救命講習会Ⅰ受講者募集
消防本部警防課　
☎72-4146　FAX 74-0119
〒847-0861　二タ子３丁目２番46号
内�　容　応急手当の重要性/基
本的心肺そ生法･AEDの使用
法/異物除去法/止血法/効果
確認

と　き　６月５日(日)
　　　　9：00～12：00
ところ　消防暑中部分署(石志)
対象者　どなたでも参加できます
定　員　30人　　受講料　無料
申込期限　６月３日(金)まで
申�込方法　消防本部警防課か消
防署救急係と各分署に準備し
ている申込書に必要事項を記
入し、直接お持ちになるか、
ファクスか郵送で申し込んで
ください。

※�詳しくは市ホームページをご
覧ください。
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平成28年度消防設備士試験
消防本部予防課　☎72-4146
(一財)消防試験研究センター佐
賀県支部　☎0952-22-5602
試験の種類　甲、乙種
試験日　７月24日(日) 10：00～
ところ　佐賀大学本庄キャンパス
申込期限
◆書面申請
　６月６日(月)～17日(金)まで
◆電子申請
　６月３日(金)～14日(火)まで
願書提出先　〒840-0826
　佐賀市白山２丁目１番12号
　佐賀商工ビル４階
　�(一財)消防試験研究センター
佐賀県支部

願書の配付場所
　�消防本部予防課、消防署(本署、
各分署)

高齢者パソコン講座受講生
募集
唐津市老人クラブ連合会事務局
(高齢者ふれあい会館りふれ内)
☎70-2340
と�　き　５月17日(火)～８月３
日(水)の毎週火曜、水曜日(全
24回）10：00～12：00

と�ころ　高齢者ふれあい会館
　�｢りふれ｣２階パソコン室(二タ
子３丁目)

対�象者　市内に住んでいる60歳
以上の人

定�　員　20人(申込多数の場合
は抽せん)

受講料　授業料(24回分)6,000円
　テキスト代(3冊分)1,500円
申�込期限　５月11日(水) 17：00
まで

申�込方法　唐津市老人クラブ連
合会事務局で、申込書を記入
してください。はがき１枚が
必要です。

手話教室受講生募集
障がい者支援センター ｢りんく｣
☎72-9169　FAX74-5628
と�　き　５月17日(火)から毎週
火曜日(全40回)　
　18：30～20：30
と�ころ　障がい者支援センター
｢りんく｣

対象者　どなたでも受講できます
受講料　無料
申込期限　５月17日(火)まで
申�込方法　障がい者支援セン
ターに備え付けの申込用紙で
申し込むか電話でお申し込み
ください。

東日本大震災の義援金受付
期間を延長します
日本赤十字社佐賀支部唐津地区
(唐津市社会福祉協議会内)
☎70-2334
　平成23年３月11日に発生し
た東日本大震災の被害者に対す
る義援金の募金箱を、平成29年
３月31日まで市役所本庁(1階
玄関ホール)と唐津市社会福祉協
議会(りふれ入口)に設置してい
ます。引き続き皆さんの心温ま
るご支援をお願いします。
※�領収書が必要な人は、市役所
本庁福祉総務課か唐津市社会
福祉協議会の窓口にお越しく
ださい。

糖尿病教室　受講者募集
唐津赤十字病院　☎72-5111
と�　き　６月８日(水)、15日(水)、
22日(水)、29日(水)
　15：00～16：00
※15日(水)の食事療法のみ
　11：00～13：00
　実食もできます(1食300円)
ところ　唐津赤十字病院
受講料　無料

中皮腫や肺がんなど石綿によ
る疾病の補償・救済について
佐賀労働局　☎0952-32-7193
唐津労働基準監督署　☎73-2179
　中皮腫や肺がんなどを発症
し、それが労働者として石綿ば
く露作業に従事していたことが
原因と認められるときは、労災
保険法による労災保険の給付や
石綿救済法による特別遺族給付
金が支給されます。
　中皮腫などで亡くなった人
が、過去に石綿業務に従事され
ていた場合には、労災保険給付
などが支給される場合がありま
すので、ご相談ください。

平成29年の歌
う た

会
か い

始
はじめ

のお題と
詠
え い

進
し ん

歌
か

の詠進
文化振興課　☎53-7129
お　題　｢野｣と定められました
詠進の期間　９月30日(金)まで
　�(郵送の場合は９月30日(金)の
消印まで有効)

問�い合わせ方法　宮内庁式部職
あてに、郵便番号、住所、氏名
を書いて、返信用切手を貼っ
た封筒を添えて、９月20日
(火)までに問い合わせてくだ
さい。

※�詳しくは、宮内庁のホーム
ページをご覧ください。

健康教室　受講生募集
済生会唐津病院　☎73-3175
と　き　５月28日(土)
　　　　10：00～12：00
と�ころ　済生会唐津病院３階会議室
テ�ーマ　｢頭痛に悩んでいませ
んか｣ ～頭痛の診断と治療～

受講料　無料　　定　員　20人
申�込方法　電話で申し込んでく
ださい。
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フードバンク唐津
〒847-0022  唐津市鏡4521　　TEL/FAX  0955-77-3366

衣・食・物について一緒に考え行動してみませんか？

保健、
医療、福祉

の増進と子どもを健全に育成する等の活動

｢りふれ｣講座受講生募集
唐津市老人クラブ連合会事務局(高齢者ふれあい会館りふれ内)
☎70-2340

対 象 者　市内に住んでいる60歳以上の人
講座期間　４月から平成29年３月31日までの１年間
と こ ろ　高齢者ふれあい会館りふれ(二タ子３丁目)
申�込方法　唐津市老人クラブ連合会事務局に準備している申込書で
申し込んでください。

申�込期限　講座期間中は随時募集します。
講座内容

５月 スマートフォン
サイト 携帯サイト

モーニングレース「朝ドキ!からつ」実施中

ボートレースの収益金は、学校や公民館をはじめとする公共施設の建設など、地方財政の改善に貢献しています。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

開門
時間 8時15分 8時15分 10時 8時15分 8時15分

本場 日本財団会長杯
ゴールデンウィーク特選 ミニット開設12周年記念 BOAT Boy CUP 第7回虹の松原カップ

場外 GⅠ大村 SGボートレースオールスター(尼崎)
GⅠ平和島 GⅠ平和島

災害情報メールの会員にな
りませんか？
　市から火災速報などの重要な
情報をメールでお届けします。
登録方法
　�インターネットで「唐津市災害
情報メール」と検索するか、Ｑ
Ｒコードから災害情報メール
会員登録の画面を開いて手順
にそって手続きしてください。

登録はこちら→

登録したがメールが届かない人
　メールが届かないメールアド
レスは送信停止処理をしますの
で、再登録をしてください。

　市・県民税、固定資産税、国民
健康保険税、後期高齢者医療保
険料介護保険料の納め忘れはあ
りませんか？納めていない人は
納付をお急ぎください。

納付のお知らせ

唐津市災害情報メール

講座名 開講日時・受講料

木彫り 水曜日　10：00～12：00
月1,000円程度

絵手紙 第1、3、4木曜日　10：00～12：00
年間6,000円程度

手編み 第1、3水曜日　13：00～16：00
月1,500円程度

日舞 木曜日　13：00～15：00
月2,500円程度

池坊生花 第1、3火曜日　9：00～12：00
月1,000円程度

茶道教室 第2、4月曜日　10：00～12：00
月1,000円程度

気功講座 月曜日　13：30～15：00
月1,000円程度

革工芸 第2、4水曜日　10：00～15：00
月1,500円程度

陶工芸 火、金曜日　10：00～15：00
月1,000円程度

つまみ絵 第2、4月曜日　13：30～15：30
月1,000円程度
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れます。甕棺墓群には青銅器が限られた範囲に集中
して遺骸と共に副葬されていました。副葬された青
銅器は宇

う

木
き

汲
くん

田
でん

遺跡が優越するものの、ほぼ同時期
とされるものであり、宇木汲田遺跡に近接して同様
な副葬品を保有する墓群が形成されていることは注
目されます。
　甕棺墓群は砂丘北側の斜面に形成されましたが、
弥生時代も終末になると松浦川に面した西側端部に
特定の人物のための墓地が形成されます。区画され
た墓地・複数枚の鏡の副葬と埋葬状況・木棺による
埋葬は伊都国（福岡県糸島市）の王墓とされる平原
１号墳と類似しています。また墳墓を砂丘端部に
形成することは桜馬場遺跡の王墓に通じるものがあ
り、桜馬場遺跡に続く末盧国の王墓が中原遺跡に出
現したといえ、中原遺跡が末盧国の中心集落であっ
たといえます。
問い合わせ   生涯学習文化財課（☎72-9171）

と　き　５月14日(土) 　受付 8:30　スタート 9:15 　終了時間 14:00
集合場所　道の駅桃山天下市 　距　離　７km
参加料　1,500円(昼食付)　　定　員　30人
※希望で波戸岬まで歩くこともできます。

　末盧国の中心となる集落につい
て、千々賀遺跡に次いで紹介する
のが中原遺跡です。
　中原遺跡は松浦川の中流域の右
岸に形成される砂

さ
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きゅう

列
れつ

上
じょう

に形成さ
れています。人々はこのような周囲より若干高まっ
た微高地状の地形を好むようです。
　調査は平成11年～ 17年にかけて行われ、縄文時
代から奈良・平安時代にかけての集落・墳墓・官

かん

衙
が

関連遺構が検出し、かなりの長期間中原遺跡で人々
が活動していたことが確認できました。弥生時代の
遺構に限ると甕

かめ

棺
かん

墓
ぼ

281基、土
ど

壙
こう

墓
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住居約120軒、墳丘墓３基となります。
　注目される遺構としては中期前半を中心とする、
前期後半から後期前半にかけての甕棺墓群が挙げら

「末盧国をめぐる物語」（18）
「末盧国の中心集落②中原遺跡｣

唐津今昔物語48

唐ワンくんの

編 集 後 記　―市報からつ編集室から―
◆�今年度も引き続き市報を担当すること
になりました。４月１日の機構改革で、
総務部広報広聴課が企画部市政広報課
に変わりました。今までよりも積極的
な、そして詳しく分かりやすい市報づ
くりを目指します。（咲）

◆�４月から市報からつからホームページ
の担当になりました。２年間ありがと
うございました。ホームページでも市
報同様いろんな情報を発信していきま
す。スマートフォンでも見ることがで
きます。ぜひご覧ください。(弘)

◆�人事異動により５月号から市報作成業務
に携わりました。今までは読む側ですが、
まさか作成する立場になるとは…。不思
議な気持ちですが、光栄に感じ、分かり
やすい市報作成に全力で取り組みます。
よろしくお願いします。(達)

ROCKY  HAMBURGER
唐津市原1087-2　　TEL:070-5273-4867

営業時間　11:00～18:00
定 休 日　月曜（祭日の場合は火曜）
★電話予約お受けします★

ハンバーガー、チーズバーガー、
エッグバーガー、スペシャルバーガー、
ポテト、あげぱん、アメリカンドッグ　etc.

● 毎週月曜日　　● 11日(水)
● 2日(月) 　 ※美術ホールのみ開館
● 3日(火･祝) ※美術ホールのみ開館
● 4日(水･祝) ※美術ホールのみ開館

近代図書館（☎72-3467）
相知図書館（☎62-4194）

５月  図書館の休館日

九州オルレ唐津コース
５月のテーマ「バーチャル名護屋城陣跡めぐり」

問い合わせ   名護屋城跡観光案内所（☎82-5774）

☆日曜日も証明などが受け取れます
時間　9：00〜12：00
取�扱業務　住民票の写しの交付/印鑑登録証明書の
交付/戸籍謄本(全部事項証明)・抄本(個人事項証
明)の交付/戸籍届出受付/パスポートの交付/臨時
運行許可証の交付

☆電話予約で時間外に受け取れます
予約受付	 月〜金(祝･休日除く)	 8：30〜17：00
受取時間	 月〜金(祝･休日除く)	 17：30〜20：00
	 土･祝･休日	 9：00〜12：00
受取場所	 予約をした本庁･各市民センターの当直室
受�け取れる証明書　住民票の写し（本人か同一世帯
の人）、印鑑登録証明書（本人）

＊�住民票にマイナンバーや住民票コードの記載を希望す
る人は、予約時にお申し出ください。

問い合わせ   市民課(☎72-9120)

市民課時間外窓口
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４月25日
～５月１日

唐津のひいな遊び 講演「能と唐津」
再放送 	 消費者トラブル啓発ビデオ
	 「回復します　消費者被害
	  守ります　消費者の利益」
	 ※都合により番組内容を変更して放送します

５月２日
～８日

唐津ジュニア音楽祭2016《西尾芳彦音楽賞》
再放送 	 唐津のひいな遊び 講演「能と唐津」

５月９日
～15日

唐津学教室
「考古学から歴史を読む⑤ 近代の資料を考える
 ～唐津の近代へのアプローチ～」
再放送 	 唐津ジュニア音楽祭2016
	 《西尾芳彦音楽賞》

５月16日
～22日

唐津市バイオマスセミナー①
「地球温暖化対策から見たバイオマス」
「バイオマス利用と地域創生：自立分散型
 エネルギーによる循環型社会の形成」
再放送 	 唐津学教室
	 「考古学から歴史を読む⑤
	  近代の資料を考える
	  ～唐津の近代へのアプローチ～」

５月23日
～29日

唐津市バイオマスセミナー②
「当社のバイオガスへの取組」
「木質バイオマス発電を取り巻く状況について」
再放送 	 唐津市バイオマスセミナー①
	 「地球温暖化対策から見たバイオマス」
	 「�バイオマス利用と地域創生：自立分散型

エネルギーによる循環型社会の形成」

５月30日
～６月５日

北方謙三 文化講演会
「私の文学放浪」
再放送 	 唐津市バイオマスセミナー②
	 「当社のバイオガスへの取組」
	 「�木質バイオマス発電を取り巻く状況に

ついて」
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５
）

チャンネルからつ番組表（行政放送）

問い合わせ 市政広報課（☎72-9189）

◎�唐津市ニュースは、耳の不自由な人のため
に、文字テロップ付きで放送しています。
◎�土・日曜日は１週間の唐津市ニュースをま
とめて放送します。
◎�都合により、番組と時間を変更して放送す
る場合があります。

２
人
目
の
副
市
長
に

　
岡お

か

本も
と

憲け
ん

幸こ
う

が
就
任

今
月
の
番
組
表

時間 放送内容
避難所案内

5:30 唐津市ニュース
6:30 各課からのお知らせ
7:30 唐津市ニュース
8:30 各課からのお知らせ
9:30 前週の特集番組 再放送

番組名・内容は左表をご覧ください

11:30 各課からのお知らせ
12:30 唐津市ニュース
13:30 特集番組

番組名・内容は左表をご覧ください

15:30 各課からのお知らせ
16:30 特集番組

番組名・内容は左表をご覧ください

18:30 各課からのお知らせ
19:30 唐津市ニュース
20:30 特集番組

番組名・内容は左表をご覧ください

22:30 唐津市ニュース
23:30 各課からのお知らせ
24:30 唐津市ニュース
1:30 前週の特集番組 再放送

番組名・内容は左表をご覧ください
終了後は避難所案内

12チャンネルで放送中！ データ放送はリモコンdボタンを押してください
火災や大雨など災害のときはチャンネルからつでも情報をお届けしています

地上デジタル

チャンネルからつの番組表は、市のホームページにも掲載し
ています。また、テレビのリモコンの「番組表」ボタンを押し
て見ることができます。

文化体育館の耐震補強工事について
競技場（アリーナ）と文化ホールが
工事期間中、使用できなくなります。
ご理解とご協力をお願いします。
工事期間
　６月１日(水)から
　平成29年３月31日(金)まで

岡本憲幸 副市長
問い合わせ   

スポーツ振興課（☎72-9237）
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